
子どもたちも楽しめます。

五條児童館の 「ぴよぴよ」 は６か月から参加できます。

中央公民館の子育てサークル「にじいろ電車」。

GOJOニュース

国  際  交  流

カルムのひろば

衛生センター愛称募集

くらしのメモ

イベント案内・お知らせ　

………………　２
…………………　４
………………　６

………　８
…………………１０

……２０ 五
條

五　條　市

五
條

子育てを楽しもう
　初めての子育ては不安だらけ。特に核
家族が多い現在は、育児の孤立化によって、
親がストレスを抱えて しまうことも多い
と言われています。市内には、親子で楽
しみながら、子育て仲間と交流や情報交
換ができる場があります。皆さんも気軽
に参加してみませんか。
  （案内は 18ページをご覧ください）
写真：子育てサークル「にじいろ電車」、
　　　五條児童館「ぴよぴよ」（5月 8日撮影）
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親子で交流。

子育てを楽
しもう！
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５
11～

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
在

籍
し
、
国
民
の
基
本
的
人
権

の
擁
護
と
自
由
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
馬

場
禧
子
さ
ん
に
対
し
、
本
年

４
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣

か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
を
受
け
て

市
長
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

市
長
が
感
謝
の
言
葉
と
と
も

に
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

市
民
球
技
大
会 

開
催

各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

　

五
條
市
は
、
大
阪
府
八
尾

市
と
和
歌
山
県
新
宮
市
と
の

間
で
「
災
害
時
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
災
害
発
生

時
の
、
食
料
な
ど
生
活
必
需

物
資
や
救
助
資
機
材
の
提
供
、

職
員
の
派
遣
等
、
広
域
的
な

応
援
体
制
を
定
め
た
も
の
で

す
。
五
條
市
で
は
、
こ
の
他

に
も
全
国
の
13
市
と
協
定
を

結
び
、
災
害
発
生
時
に
市
民

生
活
を
早
期
に
安
定
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
迫
力
あ
る
ス
パ
イ
ク
。

機動力を生かして災害などに対応します。

４
28

接
戦
と
な
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。

太
田
市
長
、
西
口
体
育
協
会
会
長
を
前
に
、

今
西 

和
仁
さ
ん
が
選
手
宣
誓
。

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

人
権
擁
護
委
員
馬
場
禧
子
さ
ん

協定書を前に、田中八尾市長、太田市長、田岡新宮市長

５
９

八
尾
市
、
新
宮
市
と

災
害
時
の
応
援

　

協
定
を
締
結

　

平
成
23
年
の
紀
伊
半
島
大
水
害
で
も
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
、

災
害
現
場
情
報
の
収
集
な
ど
の
初
期
活
動
。
こ
の
教
訓
か
ら
、
進

入
が
困
難
な
山
間
部
や
渋
滞
し
た
市
街
地
で
も
的
確
な
災
害
対
応

が
で
き
る
よ
う
、
市
内
の
消
防
団
に
消
防
活
動
二
輪
車
７
台
を
配

備
し
ま
し
た
。
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
消
防
団
の
活
動
が
よ

４
27

長年の貢献がたたえられました。

寄
贈
式
に
て
、太
田
市
長
と
櫻
井
消
防
団
長
。

迅
速
な
災
害
対
応
を
め
ざ
し
て

消
防
活
動
二
輪
車
を
配
備

り
機
動
的
に
な
る
よ
う
、
今
後

も
計
画
的
に
配
備
さ
れ
ま
す
。

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
「
五
條
新
町
」
で
、

昔
な
が
ら
の
花
嫁
行
列
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
の
旅
館
「
山
田

旅
館
」
で
式
を
挙
げ
た
新
郎

新
婦
と
ご
家
族
が
古
い
町
家

の
並
ぶ
新
町
通
り
を
ね
り
歩

き
、
二
見
神
社
に
お
参
り
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
新
町
通
り

の
山
田
旅
館
等
が
町
の
活
性

化
と
魅
力
発
信
に
つ
な
げ
よ

う
と
企
画
し
た
も
の
で
、
市

内
在
住
の
カ
ッ
プ
ル
が
第
一

号
と
な
り
ま
し
た
。

４
27

新
町
通
り
で

　

花
嫁
行
列

昔
な
が
ら
の
結
婚
式

歴史ある町なみを歩く新郎新婦。

　

市
内
で
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
球
技
を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ん
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
競
い
、
交
流
を
深
め
て
健
康
を
増
進
し
よ
う
と
、

市
民
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
は
上
野
公
園
を
中

心
に
市
内
の
体
育
館
な
ど

で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

熱
戦
の
結
果
は
広
報
五

條
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

2GOJO ニュース
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４
19・20

叙
勲
受
章

祝

　

長
年
に
わ
た
り
各
分
野
に
お
い
て
ご

尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
次
の
方
々

が
栄
え
あ
る
叙
勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
方
々
に
は
、
こ
の
多
大

な
る
ご
功
績
を
た
た
え
、
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
な
お
一
層

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
氏
名
、年
齢
、功
績（
経
歴
）】

〜
春
の
叙
勲
〜

◆
瑞
宝
単
光
章

　
　

平　

治
雄 

様　

84
歳　

　

消
防
功
労（
元 

大
塔
村
消
防
団
分
団
長
）

〜
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
〜

◆
瑞
宝
双
光
章

　

大
浦　

芳
清 

様　

71
歳

　

警
察
功
労（
元　

奈
良
県
警
部
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　
　

原　

武　

 

様　

67
歳

　

消
防
功
労（
元 

五
條
市
消
防
司
令
）

　

北
窪　

建
夫 

様　

61
歳

　

防
衛
功
労（
元 

３
等
陸
尉
）

〜
高
齢
者
叙
勲
〜

◆
瑞
宝
双
光
章

　

新
井　

宗
幸 

様　

88
歳

　

教
育
功
労（
元 

市
立
大
深
小
学
校
長
）

　

第
38
回
五
條
市
公
民
館
祭
が
市

民
会
館
や
中
央
公
民
館
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
市
内
の
公
民
館
で
活

動
し
て
い
る
団
体
や
サ
ー
ク
ル
が

一
年
間
の
学
習
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
書
道
や
絵
画
、
写
真

な
ど
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
会
館
で
は
朗
読
や
合
唱
な
ど

の
発
表
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
表
し
て
い

ま
し
た
。 五

條
市
公
民
館
祭

学
習
の
成
果
を
発
表

お
茶
席
に
は
市
長
、
議
長
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

野
菜
な
ど
を
栽
培
し
な
が
ら
自

然
と
ふ
れ
あ
い
、
農
業
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
今
年
度
か

ら
運
営
し
て
い
る
市
民
農
園
（
中

之
町
、
田
園
４
丁
目
）。

　

こ
の
た
び
奈
良
県
園
芸
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
会
の
牧
村
さ
ん
と
田
中

さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
、
種
ま
き

や
苗
植
え
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
肥
料
を
ま
く
タ
イ
ミ
ン

グ
や
、
苗
の
状
態
の
見
方
な
ど
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け

て
い
ま
し
た
。

４
26

市
民
農
園
植
え
付
け
講
習
会

収
穫
に
期
待
を
こ
め
て初めて触れる鮎に、子どもたちは興味津々です

４
16

き
れ
い
な
川
で
元
気
に
育
っ
て
ね

吉
野
川
に
鮎
を
放
流

おいしい野菜を育てようと、参加者も真剣な表情。

　

11
月
に
奈
良
県
を
会
場
に
開
催

さ
れ
る
「
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
」
に
と
も
な
い
、
野
原
小
学

校
の
３
年
生
16
人
が
参
加
し
て
、

吉
野
川
河
川
敷
（
大
川
橋
下
流
）

で
鮎
の
稚
魚
５
０
０
０
匹
を
放
流

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、「
す
ご
く
動
き

が
早
く
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
き

れ
い
な
川
で
元
気
に
大
き
く
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
、
身
近
な
河
川
に

関
心
を
持
っ
た
よ
う
で
す
。

野
原
小
３
年
生 

心
の
こ
も
っ
た
子
ど
も
朗
読
。

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
女
性
合
唱
。

メ
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国 際 交

流

E x c h ange
I n ternational

　　　It is nearly the end of my fifth year in Japan 
and my second in Gojo.  Before coming to Japan, I 
thought I’d just be here for two or three years but, 
well, here I am!  Time flies when you’re having fun! 
　　　I’ve had so many great experiences in Gojo.  I 
have really enjoyed meeting so many lovely teachers, 
students and staff at all the schools I’ve worked at, as 
well as at the Board of Education and the Chuo 
Community Centre.  I have also met many kind people 
while out exploring Gojo.  Thank you, everyone, for 
helping me to feel so welcome in Gojo.
　　　One of my favourite weekends in Gojo was 
when we had the crazy snowfall.  I know this caused a 
lot of stress to anyone who had to drive, but for me, it 
was heaven.  I was like a little kid, “playing” outside as 
much as possible.  I loved that the roads had 
disappeared.  It felt like I had travelled back in time, 
before bitumen roads existed.  For three days, I walked 
all around town admiring the snow.  I met many 
people who said to me, 「大変ですね。」  I’m sure 
they thought I was strange to be walking outside by 
choice.  However, I was so happy that I told anyone 
who would listen how much I love snow. 
　　　At the end of July, I’ll be leaving Gojo and 
moving back to Australia.  I’ll be very sad to leave but I 
have many fond memories of my time here and I’ll 
definitely visit again.  Once back in Australia, I plan on 
returning to university to become a high school 
Japanese teacher. 

　私が日本に来てから5年、そして五條に来てから2年が経とう
としています。私は日本に来る前、滞在するのはほんの2、3年
であろうと思っていました。ところがどうでしょう、いまだに日
本に住んでいるのです！楽しいときは時の経つのが早いです！
　五條では本当にたくさんの素晴らしい経験をしました。勤務し
た学校、教育委員会、中央公民館では、多くの素晴らしい先生方
や生徒たち、職員の方々と出会うことができました。また、五條
を探索しているときにも、たくさんの親切な方々と出会いました。
私を五條に快く迎えて下さり、皆さん、本当にありがとうござい
ました。
　五條に大雪が降った週末は、私の好きな週末の1つです。あの
大雪で、車を運転する人は大変なストレスを感じたことでしょう。
けれど、私にとっては見たこともない世界でした。私は幼い子ど
ものように、目一杯外で「遊び」ました。道路が（雪で覆われ
て）見えなくなるのが好きでした。アスファルトの道路がない時
代にさかのぼったような気がしました。3日間、雪を見ながら町
中を歩き回りました。多くの方が、「大変ですね。」と声をかけ
て下さいました。好んで雪の中を歩いている私を見て、きっと、
どうしたのかな？と不思議に思われたことでしょう。けれど、私
がどれだけ雪が好きかということを、聞いて下さる方に話せて、
とてもうれしかったです。
　7月の終わりに私は五條を去り、オーストラリアへ帰ります。
お別れするのはとても寂しいですが、私には多くの楽しい思い出
がありますし、また必ず戻って来るつもりです。オーストラリア
へ帰ったら、高校の日本語教師になるために、大学へ戻ろうと考
えています。

“ Thank you ” “ ありがとう”

英語
コミュ

ニケー
ション

第 62 回

Time flies when you’re having fun.
= When you’re enjoying yourself, it feels that time passes by quickly.
　
楽しいときは、時の経つのが早い
=自分自身が楽しく過ごしていると、時間が経つのが早く感じるという意味。

こんに
ちは、　

セーラ
 ディン

ハムで
す

児
童
手
当
の
現
況
届

提
出
は
６
月
30
日
ま
で

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

み
な
さ
ん
に
は
、
６
月
初
旬
に

現
況
届
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

現
況
届
は
、
児
童
手
当
受
給
者

の
み
な
さ
ん
が
引
き
続
い
て
手

当
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
届

出
で
す
。
提
出
が
な
い
と
６
月

分
以
降
の
手
当
の
支
払
い
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

▼
平
日　

　

６
月
２
日（
月
）〜
30
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分

▼
休
日
受
付
日

　

６
月
14
日（
土
）と
15
日（
日
）

は
、
市
役
所
本
庁
児
童
福

祉
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
現
況
届
提
出
・
問
合
先

▼
児
童
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
６
）

▼
西
吉
野
支
所　

▼
大
塔
支
所

4国際交流
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図
書
館
だ
よ
り
６ 月

直
木
賞
受
賞
エ
ッ
セ
イ
集
成

　
　
（
文
藝
春
／
編　

文
藝
春
秋
）

　

涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
、
し
み
じ
み
と

し
み
て
く
る
も
の
あ
り…

。
直
木
賞
作

家
た
ち
が
、
幼
少
期
の
思
い
出
、
読
書

体
験
、
創
作
に
か
け
る
情
熱
な
ど
を
明

か
し
た
受
賞
エ
ッ
セ
イ
。

水
中
さ
つ
え
い
大
作
戦

　
（
中
川 

雄
三
／
文
・
写
真 

福
音
館
書
店
）

　

水
鳥
た
ち
の
水
面
下
の
姿
を
、
写

真
に
と
り
た
い
！
カ
モ
帽
子
作
戦
、

カ
モ
ロ
ボ
ッ
ト
作
戦
、
弁
当
箱
作
戦…

。

身
近
な
野
鳥
の
水
中
の
生
活
を
知
る

た
め
の
作
戦
を
紹
介
。

そ
の
他
新
刊  

〜
大
人
の
本
〜

★
命
も
い
ら
ず
名
も
い
ら
ず　

上
・
下
巻

  （
山
本　

謙
一
／
著　

集
英
社
文
庫
）

★
歯
み
が
き
革
命
！

  （
我
妻　

美
夕
紀
／
著　

文
溪
堂
）

★
ソ
ナ
チ
ネ

  （
小
池　

真
理
子
／
著　

文
藝
春
秋
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

父
の
日
似
顔
絵
展

　

子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
お

父
さ
ん
の
似
顔
絵
を
募
集
し

ま
す
。  

６
月
15
日（
日
）ま
で

■
問
合
先　

市
立
図
書
館　

☎
２
２
・
４
１
３
３（
水
曜
休
館
）

え
ほ
ん
の
と
び
ら
（
ど
な
た
で
も
参
加
可
）

　

６
月
14
日
（
土
）
２
時
〜
２
時
30
分

お
は
な
し
会 （
３
歳
〜
小
学
生
対
象
）

　

６
月
22
日
（
日
）
２
時
〜
２
時
30
分

そ
の
他
新
刊  

〜
子
ど
も
の
本
〜

★
大
草
原
の
ノ
ネ
コ
母
さ
ん

  （
伊
澤 

雅
子
／
文 

福
音
館
書
店
）

★
草
と
木
で
包
む

  （
U
．G
．サ
ト
ー
／
文
と
絵 

福
音
館
書
店
）

★
ふ
し
ぎ
？
び
っ
く
り
！
ニ
ッ
ポ
ン
美
術

た
ん
け
ん　

１
巻
〜
３
巻

  （
辻 

惟
雄
／
監
修 

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）

お
ス
ス
メ
新
刊

大
人
の
本

子
ど
も
の
本

お
ス
ス
メ
新
刊

井
田
有
希
の

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
手
紙

✉ 第
11
通

（
文
・
写
真
） 

井
田　

有
希 （
い
だ　

ゆ
き
）　

五
條
市
西
吉
野
町
出
身
の
23
歳
。「
世
代
を
超

え
て
多
く
の
人
に
日
本
語
を
教
え
た
い
」と

J
I
C
A
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
。ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
ジ
ャ
カ
レ
イ

日
本
語
学
校
で
日
本
語
教
師
と
し
て
勤
務
中
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

去
年
も
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
今
年
も
「
敬
老
会
」

と
い
う
、
私
が
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
日
系
人
団
体
の
敬
老
者

の
方
々
を
お
祝
い
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
去
年
よ
り
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
！
初
め
に
「
花
は
咲
く
」

を
み
ん
な
で
歌
い
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
歴
史

と
い
う
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
日
本
人
移
民
の

歴
史
を
学
び
、
自
分
の
祖
父
母

に
日
本
語
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
た

経
緯
や
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
れ
を
作
文

に
し
た
も
の
で
す
。
長
い
作
文

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
よ
う
に

自
分
た
ち
か
ら
言
い
出
し
て
く

れ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
、

「
さ
る
か
に
合
戦
」
の
劇
を
急

い
で
準
備
し
ま
し
た
。
と
て
も

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒

も
教
師
も
み
ん
な
で
協
力
し
て
、

な
か
な
か
上
手
に
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
何
よ
り
楽
し
い
思
い

出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

１
年
前
の
敬
老
会
と
比
べ
て

も
、
子
ど
も
達
の
成
長
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
私
も
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
２
年
間
の
ブ
ラ
ジ

ル
生
活
も
終
盤
、
残
り
一
か
月
。

悔
い
の
な
い
よ
う
過
ご
し
、
ま

た
お
世
話
に
な
っ
た
み
な
さ
ん

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
笑

い
あ
り
、
涙
あ
り
の
発
表

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
学
校

の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く

市
の
イ
ベ
ン
ト
等
、
色
々

な
と
こ
ろ
で
踊
っ
て
き
た

ソ
ー
ラ
ン
節
も
発
表
し
ま

し
た
。
恥
ず
か
し
が
り
屋

で
、「
や
り
た
く
な
ー

い
！
」
と
す
ぐ
言
う
子
ど

も
達
で
す
が
、
初
め
の
頃

よ
り
も
か
な
り
上
達
し
た

と
思
い
ま
す
♪

　

今
年
は
、
生
徒
た
ち
が

１
週
間
前
に
突
然
「
劇
を

や
ろ
う
！
」
と
言
い
出
し

ま
し
た
！
時
間
が
あ
り
ま

井田さん Blog
ブラジルでの生活
を 4コマ漫画など
で紹介しています。

http://y4u4ky.blog.fc2.com/

当
日
、
お
そ
ろ
い
の
T
シ
ャ
ツ
で
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今年に入って 4
月末までに、す
でに昨年 1年間
の感染者数を超
えています！
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４
月
末
現
在

カルムのひろば

ス
マ
ー
ト
料
理
教
室

セ
ッ
ト
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

各
種
が
ん
検
診(

胃
・
肺
・
大
腸)

と
特
定
健
診
・
後
期
高

齢
者
健
診
を
一
度
に
受
診
で
き
る
セ
ッ
ト
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
診

後
期
高
齢
者
健
診

75
歳
ま
で…

75
歳
か
ら…

■日程・検査場所

胃
・
肺
・
大
腸

各
種
が
ん
検
診

月 日 曜日 胃 肺 大腸 
特定健診 

後期高齢者健診 
場所 

25  金 ○ ○ ○ ○ カルム五條 

26  土 ○ ○ ○ ○ カルム五條 

28  月 ○ ○ ○ ○ 西吉野ｺﾐﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 
７ 

31  木 ○ ○ ○ ○ 大塔ふれあい交流館 

1 金 ○ ○ ○ ○ 宗桧上地域集会所 

4 月 ○ ○ ○ ○ カルム五條 8 

6  水 ○ ○ ○ × カルム五條 

※

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に

40
歳
に
な
る
人
も
受
診
で
き

ま
す
。

※

国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望

す
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※

が
ん
検
診
の
み
な
ど
、
受
診

項
目
は
選
択
で
き
ま
す

※
次
回
は
11
月
、
12
月
の
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
広
報
10
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健診項目 ４０歳～ 
６９歳 

７０歳～ 
７４歳 

７５歳
以上 

特定健診・後期高齢者健康診査 1,000円 500円 

胃がん検診 1,000円 

肺がん検診（レントゲンのみ） 無料 

肺がん検診（喀痰検査追加時） 600円 

大腸がん検診 200円 

無料 

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
10
時

■
定
員　

各
日
先
着
１
０
０
人

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
２
９
０
）

■
対
象
者　

40
歳
以
上
の
国

民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人

▼
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・

血
液
検
査
・
尿
検
査
・
診
察

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る

40
歳
以
上
の
人

▼
胃
が
ん
検
診　

胃
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
（
バ
リ
ウ
ム
に
よ

る
検
査
）

▼
肺
が
ん
検
診　

胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
（
必
要
な
場
合
は

た
ん
検
査
）

▼
大
腸
が
ん
検
診　

便
に
血
が

混
じ
っ
て
い
な
い
か
の
検
査 ＋

■検査費用

全
国
的
に
は
し
か（
麻
し
ん
）が
流
行
中
！

　

は
し
か
（
麻
し
ん
）
は
感

染
力
が
大
変
強
い
感
染
症
で

す
。 

自
分
が
感
染
し
な
い
た

め
だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人

に
感
染
を
広
げ
な
い
た
め
に

も
予
防
接
種
は
有
効
で
す
。 

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
人
は
も
ち
ろ
ん
、
１
回

麻
し
ん（
は
し
か
）っ
て

　
　
　

ど
ん
な
病
気
？

　

感
染
力
が
非
常
に
強
い
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
、

免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
人
が

感
染
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％

発
症
し
、
次
の
よ
う
な
症
状

が
現
れ
ま
す
。

①
約
10
日
前
後
で
発
熱
や
咳
、

鼻
水
等
の
か
ぜ
症
状
。

②
２
、
３
日
間
、
38
度
前
後
の

熱
が
続
い
た
後
、
39
度
以
上

の
高
熱
と
発
疹
、
結
膜
炎
等

の
症
状
。

③
肺
炎
や
中
耳
炎
を
合
併
し
や

す
く
、
ま
れ
に
脳
炎
を
起
こ
す
。

麻
し
ん（
は
し
か
）か
な
？

　

と
い
う
症
状
が
で
た
ら

　

症
状
が
あ
る
と
き
は
早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

※

受
診
の
際
に
は
医
療
機
関
に

確
認
の
上
、必
ず
マ
ス
ク
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
２
８
９
）

　

２
回
の
予
防
接
種
が
必
要

で
す
。
対
象
者
に
は
個
別
に

通
知
し
て
い
ま
す
（
対
象
者

は
無
料
）。

■
予
防
接
種
対
象
者

①
生
後
12
か
月
か
ら
24
か
月

ま
で
の
幼
児

②
５
歳
以
上
７
歳
未
満
（
い

わ
ゆ
る
年
長
児
）
の
幼
児

※

日
程
等
は「
健
康
づ
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
」で
も
確
認
で
き

ま
す
。予
防
接
種
の
対
象
で

な
い
人
は
、か
か
り
つ
け
医

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
）予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

予
防
接
種
を

　

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
も
２

回
目
の
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
対
象
者
に
は
個
別

に
通
知
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

子
ど
も
は
重
症
化
し
や
す
い

の
で
接
種
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

6カルムのひろば



　

冬
場
に
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス

性
食
中
毒
が
お
さ
ま
り
一
安
心

も
束
の
間
、
梅
雨
に
入
る
６
月

以
降
は
細
菌
性
食
中
毒
が
流
行

し
は
じ
め
ま
す
。　

気
温
の
高
い

時
期
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
病
原
性
大
腸

菌
な
ど
が
増
殖
し
や
す
い
こ
と

が
原
因
で
す
。

注意

ス
マ
ー
ト
料
理
教
室

ス
マ
ー
ト
料
理
教
室

　

旬
の
食
材
を
使
っ
た
、
食
べ
ご

た
え
の
あ
る
１
食
５
０
０
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
程
度
の
料
理
を
作
り
ま
し

ょ
う
。
栄
養
士
・
保
健
師
に
よ
る

食
生
活
に
関
す
る
講
座
も
あ
り
ま

す
。

■
日
時　

６
月
20
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
人

（
先
着
20
人
）

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善
推

進
員
、栄
養
士
、保
健
師

■
参
加
費　

材
料
費
３
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

手
ぬ
ぐ
い
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

■
申
込
締
切　

６
月
13
日
（
金
）

み
ん
な
で
、
歩
き
ま
せ
ん
か
！

　

み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
上
野
公
園
か
ら

恋
野
の
あ
じ
さ
い
園
ま
で
、
４
キ

ロ
程
度
の
コ
ー
ス
で
す
。

■
日
時　

６
月
21
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
10
時
30
分

■
場
所　

上
野
公
園

※

雨
天
の
場
合
カ
ル
ム
五
條

■
指
導
者　

五
條
市
運
動
普
及
推
進

員
■
持
ち
物　

運
動
の
出
来
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
雨
天
の
場
合

は
上
履
き

■
申
込
締
切　

６
月
19
日
（
木
）

カルム五條の健康教室 申込・問合先 保健福祉センター 本庁（内線２９０）

切り取って保管しましょう

▼午前９時から午後４時まで

▼保険証を持参してください

▼診療は急病患者の応急処置に限ります

★応急を要する
　軽易な内科と小児科の診療
　五條市応急診療所
　☎２４・００９９
　（本町３丁目１－１３）
▼診療日時　土・日・祝日
　午後６時～午前０時 
　受付：午後 11時 30分まで

6 月・7月  五條市休日救急診療（在宅当番医制）医師当番表

■問合先　保健福祉センター　本庁 ( 内線２９０)

６月１日（日） ８日（日） １５日（日） ２２日（日） 

二見４丁目２－４ 

寒川医院 
☎２２・２１２０ 

本町１丁目７－２３ 

後藤医院 
☎２２・２６９５ 

五條 1丁目７－５ 

辻田クリニック 
☎２５・４１４５ 

中之町１７７１－３３ 

杉﨑医院 
☎２４・０００３ 

２９日（日） 

五條３丁目２－２０ 

中西クリニック 
☎２５・２７６０ 

県立五條病院感染対策室　 ☎２２・１１１２

五條病院からのお知らせ

カルムのひろば

カ
ロ
リ
ー
を
減
ら
し
て

　
　
　

お
い
し
い
食
事

子宮けいがん
予防ワクチン
　平成 25 年 4月から定期予防
接種に導入されている子宮けい
がん予防ワクチンは、接種部の
痛みなど、ワクチンとの因果関
係を否定できない症状が見られ
たため、市から案内などは行っ
ていません。
　しかし、有効性とリスクを検
討したうえで、希望者は無料で
接種できます。詳しくは問い合
わせてください。
■対象者　中学 1年生～高校１
年生相当の女子

■問合先　保健福祉センター
　 本庁（内線２８９）

夏場の食中毒に注意

予
防
方
法

①
食
事
前
に
手
洗
い
を
し
っ

か
り
す
る

②
食
材
を
十
分
加
熱
す
る

③
井
戸
水
を
飲
む
場
合
、一
度

沸
騰
さ
せ
る

④
食
材
や
料
理
を
長
い
間
常

温
で
放
置
し
な
い

　

食
中
毒
に
な
っ
た
場
合
、嘔

吐
、下
痢
と
い
っ
た
胃
腸
症
状

に
は
じ
ま
り
、場
合
に
よ
っ
て

は
重
い
脱
水
か
ら
命
に
関
わ
る

状
態
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

適
切
な
処
置
で
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。お
か
し

い
と
感
じ
た
ら
、早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

７月６日（日） １３日（日） ２０日（日） ２１日（月） 

今井２丁目２－１２ 

岩井内科 
☎２６・１２１２ 

須恵２丁目６－２１ 

足立医院 
☎２５・３９３９ 

岡口１丁目２－２２ 

右馬医院 
☎２２・２２８１ 

須恵 2丁目１－２５ 

山田医院 
☎２２・２０３９ 

２７日（日） 

野原西４丁目４－３ 

中谷内科医院 
☎２２・３６８３ 

7 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



　

近
年
、
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
は
毎
年
50
件
以

上
。
ま
た
、
死
に
至
ら
な
く
て
も
、
多
く
の
子
ど
も
達

が
虐
待
に
よ
っ
て
体
や
心
に
傷
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
県
内
で
も
相
談
件

数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
児
童
虐
待
は
、
子
ど

も
の
心
身
の
発
達
に
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
だ

け
で
な
く
、
最
悪
の
場
合
、

命
さ
え
も
奪
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
周
囲
の
子
供
に
関

心
を
も
ち
、
気
に
な
る
こ

と
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
ス
の
中
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん

児
童
虐
待
は
あ
な
た
の
身
近
な
問
題
で
す

保
険

S
T
O
P
!
児
童
虐
待

　

現
在
、
親
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
児
童
憲
章
に
は
「
す
べ
て
の
児
童
は
、
心
身
と
も
に
、
健
や
か

に
う
ま
れ
、
育
て
ら
れ
、
そ
の
生
活
を
保
障
さ
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
ず
に
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
に

社
会
全
体
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

五
條
市
児
童

虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

0

200

400

600

800

1000

1200

平成 11  12  13  14  15  16  17  18  19  20  21  22  23  24 年

件数 奈良県児童虐待相談件数の推移

三
種
混
合
の

予
防
接
種
は

お
早
め
に

　

平
成
26
年
３
月
の
国
か
ら
の
通
知

に
よ
り
、
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
せ
き
・
破
傷
風
混
合
）
ワ
ク
チ

ン
が
販
売
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
在
庫
状
況
に
よ
っ
て
は
接
種
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
母
子
手
帳
で

ご
確
認
の
う
え
、
接
種
が
ま
だ
の
場

合
は
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
２
８
９
）

特
定
健
診
で

生
活
習
慣
病
を
予
防

　

現
在
、
死
亡
原
因
の
約
６
割
は
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
。
そ
の
発
症

前
の
人
と
予
備
群
は
40
歳
以
上
の
人
の
割
合
が
高
く
、
男
性
の
２
人
に
１
人
、

女
性
の
５
人
に
１
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異

常
症
な
ど
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
に
進
行
し
、
心
臓
病
な
ど
の
重
い
病

気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
健
康
管
理
の
た
め
、
定
期
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

40
歳
〜
74
歳
の
み
な
さ
ん

■
健
診
内
容

　

糖
尿
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
兆
候
や
、
肝
臓
、
腎

臓
の
機
能
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

▼
問
診
、
診
察
、
身
体
測
定
、
血

圧
測
定

▼
血
液
検
査
（
脂
質
、
肝
機
能
、

血
糖
、
貧
血
）

▼
尿
検
査
（
糖
、
蛋
白
）

▼
心
電
図

■
対
象
者

　

40
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、
五
條

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人

■
実
施
期
間

　

６
月
２
日
（
月
）
〜

　

平
成
27
年
１
月
31
日
（
土
）

■
健
診
料
金　

１
０
０
０
円

■
受
診
方
法　

　

対
象
者
に
受
診
券
と
質
問
票
を

郵
送
し
ま
す
。
直
接
医
療
機
関

に
予
約
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

※

大
腸
が
ん
検
診
も
合
わ
せ
て
受

診
で
き
ま
す
。
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。（
費
用
４
０
０
円
）

※

特
定
健
診
は
、
市
内
の
医
療
機

関
（
人
間
ド
ッ
ク
を
含
む
）
や

セ
ッ
ト
検
診
（
集
団
検
診
）
で

受
診
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年

度
内
に
い
ず
れ
か
１
回
し
か
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

保
険
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
７
）

死
亡
原
因
の
約
６
割

▼
五
條
市
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

☎
２
４
・
４
７
１
４

▼
カ
ル
ム
五
條
直
通　

☎
２
５
・
２
６
３
１

▼
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
０
０
０

気
に
な
る
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
法
律
で
は
通
報
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

保健福祉センタ－（カルム五條）
☎２２・４００１　（内線２８９、２９０）
FAX２２・６５８５

カルム五條では、赤ちゃ

んからお年寄りまですべ

ての市民の皆さんの健康

相談を受けつけています。

気軽にご利用ください。

8カルムのひろば・くらしのメモ



　

楽
し
い
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
で
転
倒
骨
折
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。

■
日
時

　

７
月
19
日（
土
）、８
月
23
日（
土
）、

　

９
月
20
日（
土
）、10
月
18
日（
土
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
所　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ま
き
の
苑

  

（
大
澤
町
５―
２
５ 
）

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
し
、
介

「
転
倒
骨
折
予
防
教
室
」

　
　
　
　

参
加
者
募
集

統
計
調
査
員
募
集

ま
ち
の
姿
を
知
る

大
切
な
仕
事
で
す

　
「
国
勢
調
査
」を
は
じ
め
統
計
を

実
施
す
る
際
に
、一
般
の
家
庭
や
事

業
所
な
ど
を
訪
問
し
て
調
査
を
行

う「
統
計
調
査
員
」を
募
集
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先  （
随
時
受
付
）

　

地
域
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
４
２
）

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
人

■
内
容　

体
力
測
定
、体
操
、お
話
・

相
談
な
ど

■
費
用　

無
料

■
準
備
物　

体
操
の
で
き
る
服
装
、

は
き
な
れ
た
靴

※

こ
の
教
室
は
五
條
市
が
ま
き
の

苑
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。 ■

申
込
・
問
合
先

　

ま
き
の
苑
（
西
島
、
梶
谷
）

☎
２
２
・
８
８
８
１

自
動
車
税
減
免
に
お
け
る

生
計
同
一
証
明
書
の

　

取
扱
い
に
つ
い
て

　

障
害
の
あ
る
人
の
通
院
等
に
使

用
す
る
た
め
、
生
計
を
同
一
に
す

る
人
が
運
転
す
る
自
動
車
は
、
自

動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
申
請
の
際
に
は
、
社
会
福

祉
課
が
発
行
す
る
生
計
同
一
証
明

書
が
必
要
で
す
。
証
明
書
の
発
行

に
は
次
の
よ
う
な
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
対
象
者
の
条
件

▼
障
害
者
と
、
運
転
者
お
よ
び
所

有
者
が
住
民
票
で
同
一
の
住
所

で
あ
る
こ
と
。

▼
住
民
票
で
同
一
の
住
所
で
な
い

場
合
は
、
健
康
保
険
、
所
得
税
、

住
民
税
に
お
け
る
扶
養
関
係
等

に
よ
り
生
計
を
一
に
し
て
い
る

こ
と
。

※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　

本
庁
（
内
線
２
９
９
）

　

全
国
の
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ

び
企
業
を
対
象
と
し
た
平
成
26
年

経
済
セ
ン
サ
ス‐

基
礎
調
査
と

平
成
26
年
商
業
統
計
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
６
月
中
ご
ろ
か
ら
統

計
調
査
員
が
対
象
と
な
る
事
業
所

や
企
業
に
伺
い
ま
す
。
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
回
答

は
、
調
査
員
に
調
査
票
を
提
出
す

る
方
法
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

回
答
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

地
域
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
２
４
２
）

統
計
調
査
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と

奈
良
県
は…

▼
新
聞
発
行
部
数　
　

全
国
１
位

▼
史
跡
名
勝

　

天
然
記
念
物
数　
　

全
国
１
位

▼
ピ
ア
ノ
所
有
台
数　

全
国
２
位

平
成
26
年
７
月
１
日
実
施

経
済
セ
ン
サ
ス

　
　
　
　
　
　
　

   

基
礎
調
査

商
業
統
計
調
査 

詳しくは五條市
ホームページに
掲載しています。

奈良県

６月中ごろから統計調査員が
対象となる事業所や企業に伺います

担
当
す
る
北
本
弁
護
士

弁護士による
無料法律相談

西吉野支所、 大塔支所

■開催日・場所
▼毎月第２水曜日
　西吉野支所
▼毎月第４水曜日
　大塔支所
■時間
　10 時～ 12 時
　13 時～ 15 時

予約電話番号

☎２２・８００５

50 分間無料で相談を受けられます
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五
條
市
新
し
尿
処
理
施
設
の

 
 
 

名
称
を
募
集
し
ま
す

　

現
在
二
見
５
丁
目
に
建
設
中
の「
五
條
市
新
し
尿
処
理
施
設
」。
新
し
い

施
設
が
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
次
の
と
お
り
名
称
を

募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

　
　

施
設
を
目
指
し
て

▼所 在 地　二見５丁目地内
▼施設概要　処理能力　４８㎘ /日（し尿１５㎘ /日＋浄化槽汚泥３３㎘ /日）
▼処理方式　水処理系統　前脱水＋高負荷脱窒素処理方式
　　　　　　資源化系統　汚泥助燃剤化＋リン回収方式

　

新
し
尿
処
理
施
設
は
、
環
境
に

優
し
い
施
設
と
し
て
、
廃
棄
物
の

環
境
へ
の
悪
い
影
響
を
極
力
減
ら

す
取
り
組
み
を
推
進
す
る
環
境
省

の
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金

を
受
け
て
建
設
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
処
理
水
槽
や
機
器
類
を

密
閉
構
造
に
し
た
り
建
物
内
に
収

め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
臭
、

騒
音
、
振
動
な
ど
を
外
部
に
漏
ら

さ
ず
、
二
次
公
害
の
防
止
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。

し
尿
を
処
理
す
る
だ
け
で
は
な
く
廃
棄
物
を
資
源
化

自
然
環
境
や
社
会
環
境
と
調
和
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
に

　

ま
た
、
最
新
の
処
理
技
術
を
用

い
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
受
け
入

れ
た
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
な
ど
を

安
定
的
・
衛
生
的
に
処
理
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
脱
水
し
た
汚
泥
を
燃

え
や
す
い
燃
料
補
助
剤
に
変
え
た

り
（
助
燃
剤
化
）、
枯
渇
資
源
と
さ

れ
る
「
リ
ン
」
を
農
業
肥
料
な
ど

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
回
収
す
る

な
ど
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目

指
し
た
環
境
に
優
し
い
施
設
で
す
。

施
設
の
名
称
を
募
集
し
ま
す

　

皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
施
設
と
し
て
、
次
の
と
お
り
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。
次
の
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
名
称
（
ふ
り
が
な
）

②
名
称
を
選
ん
だ
理
由
（
説
明
）

③
住
所

④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
匿
名
可

⑤
電
話
番
号

※

五
條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
応
募
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す（
様

式
は
自
由
で
す
）。

懸
賞
品

最
優
秀
賞

優
秀
賞

ロッジ星のくに本館
（大塔町）
ペアー宿泊券
２～３万円相当

ロッジ星のくに本館
（大塔町）
宿泊券
１～ 1.5 万円相当

有効期限　発行日から１年間

〒
６
３
７
ー
０
０
７
１

　

五
條
市
二
見
５
丁
目
４
ー
２

　

五
條
市
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

新
し
尿
処
理
施
設
名
称
募
集 

係

※

持
参
の
場
合
は
、
平
日
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

応
募
先
（
郵
送
ま
た
は
持
参
）

選
定
方
法

　

選
定
委
員
会
で
名
称
を
決
定

し
、
結
果
は
採
用
さ
れ
た
人
に
直

接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

ま
た
、

広
報
五
條
お
よ
び
五
條
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
す
る
予
定
で
す
。

応
募
に
あ
た
っ
て
の
注
意

▼
名
称
は
自
作
未
発
表
の
も
の

で
、
他
の
著
作
権
や
商
標
、
そ

の
他
第
三
者
の
権
利
を
侵
害
し

な
い
も
の
と
し
ま
す
。
な
お
、

名
称
に
は
「
五
條
市
」
が
付
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
さ
れ
た
名
称
に
関
す
る
一

切
の
権
限
は
五
條
市
に
帰
属
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

▼
採
用
さ
れ
た
名
称
の
著
作
権
、

商
標
権
、
そ
の
他
一
切
の
権
利

は
五
條
市
に
帰
属
す
る
も
の
と

し
ま
す
。

▼
採
用
さ
れ
た
名
称
の
一
部
を
変

更
ま
た
は
修
正
し
て
使
用
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先

▼
生
活
環
境
課　

本
庁
（
内
線
３
８
８
）

▼
衛
生
セ
ン
タ
ー
☎
２
２
・
４
４
４
１

応
募
資
格

　

市
内
に
在
住
す
る
人

申
込
締
切

　

６
月
30
日
（
月
）
必
着

10くらしのメモ



環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金

　

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
等
に
効
果
の
高
い
営
農
活
動
を
す

る
皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す
。
次
の
要
件
を
満
た
す
、
販
売
目
的
と
し
て
生
産

を
行
う
農
業
者
や
農
業
者
グ
ル
ー
プ
が
支
援
の
対
象
で
す
。

▼
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

▼
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

①
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の

５
割
低
減
の
取
組
と
カ
バ
ー
ク

ロ
ッ
プ
の
作
付
を
組
み
合
わ
せ

た
取
組
。

②
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の

５
割
低
減
の
取
組
と
炭
素
貯
留

効
果
の
高
い
堆
肥
の
水
質
保
全

に
資
す
る
施
用
を
合
わ
せ
た
取

組
。

③
有
機
農
業
の
取
組
（
化
学
肥
料
、

農
薬
を
使
用
し
な
い
取
組
）。

④
特
認
取
組
（
化
学
肥
料
、
化
学

合
成
農
薬
の
５
割
低
減
の
取
組

と
の
組
み
合
わ
せ
）。

■
支
援
単
価

　

10
ア
ー
ル
当
た
り
８
０
０
０
円

  （
堆
肥
の
施
用
は
４
４
０
０
円
）

■
申
請
時
に
必
要
な
書
類

①
実
施
計
画
書  （
兼
確
認
依
頼
書
）

②
交
付
申
請
書

■
申
請
締
切　

６
月
30
日
（
月
）

■
申
請
・
問
合
先

▼
奈
良
農
政
事
務
所

☎
０
７
４
２
・
３
６
・
３
８
４
０

▼
南
部
農
林
振
興
事
務
所

☎
０
７
４
７
・
２
４
・
０
１
３
１

▼
農
林
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
３
９
０
）

eco

■
支
援
の
対
象
と
な
る
取
組

エコな

農業者を支援

経
営
所
得
安
定
対
策
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

農
業
経
営
の
安
定
や
国
内
生
産
力
の
確
保
、
食
料
自
給
率
の
向
上
な
ど
を

目
指
す
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
は
、
販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下

回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
そ
の
差
額
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。
次
の
と
お

り
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
請
締
切　

６
月
30
日
（
月
）

※

要
事
前
予
約

■
申
請
に
必
要
な
物

①
印
か
ん

②
通
帳

③
平
成
25
年
度
の
販
売
伝
票
等

（
主
食
用
米
と
今
年
度
か
ら

初
め
て
販
売
を
開
始
す
る
作

物
は
不
要
）

④
実
需
者
と
の
出
荷
販
売
契
約

が
必
要
な
作
物
に
つ
い
て
は

出
荷
・
販
売
契
約
書
等

■
申
込
・
問
合
先

　

農
林
政
策
課

　

本
庁
（
内
線
３
９
０
）

狩
猟
免
許
初
心
者

講
習
会
・
試
験
を
実
施
し
ま
す

　

鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た
め
に
は
狩

猟
免
許
が
必
要
で
す
。
狩
猟
免
許

を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
満
20
歳

以
上
で
、
狩
猟
免
許
試
験
に
合
格

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
講
習
会
・
試
験
日

　

６
月
28
日
（
土
）、
29
日
（
日
） 

　

９
月
６
日
（
土
）、
７
日
（
日
） 

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
館
か
し
は

ら  （
橿
原
市
東
竹
田
町
１―

１
）

■
費
用
（
講
習
料
・
試
験
手
数
料
を
含
む
）

▼
初
心
者　

１
７
２
０
０
円

▼
他
種
免
許
所
有
者　

９
９
０
０
円

対象者
①米の生産数量目標に従って水稲の生産を行う

農業者。

②麦・大豆・飼料作物（自家利用含む）・新規需

要米（米粉用米・飼料 用米・ＷＣＳ用稲）・そ

ば・なたね・加工用米を、作付け前に実需者

との出荷・販売契約等を締結し、生産・販売

を行う農業者。

③米による転作を行う農業者。

④ナス、トマト、キュウリ、イチゴ、未成熟と

うもろこし、カボチャ、タマネギ、ネギ、ゴ

ボウ 、トウキ、景観形成作物（レンゲ・コス

モ ス・ヒマワリ・そばに限る）を販売目的で

作付けを行う農業者（景観形成作物の場合は、

適切に管理されているものであれば可）。

⑤畑地（地目）で、対象作物（麦・大豆・てん菜・

でん粉原材料用ば れいしょ・そば・なたね）

を作付けし、畑作物の直接支払交付金を申請

する農業者。

■
申
込
・
問
合
先

　

社
団
法
人 

奈
良
県
猟
友
会

☎
０
７
４
２
・
２
６
・
８
１
２
５
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臨
時
給
付
金
に
つ
い
て

　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
申
請
方
法

　

７
月
下
旬
を
目
処
に
給
付

金
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能

性
の
あ
る
人
に
申
請
書
を
郵

送
す
る
予
定
で
す
。
申
請
方

法
は
次
の
い
ず
れ
か
で
す
。

▼
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
、

郵
送
で
申
請
。

▼
市
窓
口
で
直
接
申
請
。　

■
申
請
方
法
の
問
合
先

　

臨
時
給
付
金
窓
口

☎
２
２
・
５
０
７
３

☎
２
２
・
５
０
７
４

※

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
制
度
に
関
す
る
問
合
先 

　

厚
生
労
働
省
２
つ
の
給
付
金

に
関
す
る
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
３
７
・
１
９
２

■
申
請
受
付
期
間

８
月
１
日
（
金
）
〜

12
月
１
日
（
月
）

※

申
請
の
詳
細
が
決
ま
り
し

だ
い
、
広
報
五
條
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

生
活
保
護
を

受
け
て
い
ま
す
か
？

⇒いいえ

⇒

はい

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

保
護
基
準
の
改
定
で
消
費

税
の
負
担
に
対
応
し
ま
す
。

26
年
度
分
の
市
民
税
は
課

税
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

⇒

はい

26
年
１
月
分
の
児
童
手
当

等
を
受
給
し
て
い
ま
す

か
？（
中
学
生
以
下
の
児

童
が
い
ま
す
か
？
）

26
年
度
分
の
市
町
村
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に

生
活
の
面
倒
を
見
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
か
？

⇒いいえ

加
算
対
象
の
基
礎
年
金
・

児
童
扶
養
手
当
等
を
受
給

し
て
い
ま
す
か
。

⇒いいえ

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
者
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。（
１
万
円
）

⇒いいえ

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象

者
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

（
加
算
を
含
む
１
万
５
千
）

はい

⇒

はい

⇒いいえ
対象では
ありません。

子育て世帯臨時特
例給付金の支給対
象者となる可能性
があります。

25年の所得は制
限額以上ですか。

⇒はい⇒はい⇒いいえ

表１
参照

Q&A
参照

表1 子育て世帯臨時特例給付金所得制限

区分 所得制限額目安 
（扶養親族等の数）

 （給与収入ベース） 

子１人（１人） ８７５．６万円 

夫婦子１人（２人） ９１７．８万円 

夫婦子２人（３人） ９６０万円 

対象者診断チャート（基準日：平成26年1月1日）

た
と
え
ば
、
自
身
の
給
与
支
給
明
細
書
の「
住

民
税
」
の
項
目
に
課
税
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
は
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
に
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
ど
う
す
れ
ば
分
か
り
ま
す
か
？

基
準
日
の
翌
日
以
降
に
引
っ
越
し
た
場
合

の
給
付
金
の
受
取
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

２
つ
の
給
付
金
は
基
準
日
時
点
で
住
民
票
が
あ

る
市
区
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
な

手
続
き
は
該
当
す
る
市
区
町
村
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
緩
和

所
得
の
低
い
人
の
負
担
を
緩
和

臨
時
福
祉

給
付
金

基
準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
や
亡
く
な
っ

た
人
は
給
付
金
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
？

﹇
臨
時
福
祉
給
付
金
﹈

▼
基
準
日
に
生
ま
れ
た
人 

↓ 

対
象
で
す
。

▼
基
準
日
の
翌
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

↓ 

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
基
準
日
か
ら
支
給
決
定
が
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
亡
く
な
っ
た
人 

↓ 

対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

﹇
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹈

▼
基
準
日
に
生
ま
れ
た
児
童 

↓ 

対
象
で
す
。

▼
基
準
日
の
翌
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

　

↓ 

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
基
準
日
か
ら
支
給
決
定
が
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
亡
く
な
っ
た
児
童 

↓ 

対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

QQQ（ 

基
準
日　

平
成
26
年
１
月
１
日 

）

臨
時
給
付
金  

Q
&
A
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個
人
市
民
税
・
県
民
税
の

　

金
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

平
成
26
年
度
か
ら

　

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要

す
る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら

平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
個
人
市
民
税
・
県
民
税
の

均
等
割
が
各
５
０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

均等割 現行（平成 25年度まで） 改正後（平成26年度から） 

市民税 3,000円 3,500円 

県民税 
1,500円 

（森林環境税 500円分含む） 

2,000円 

（森林環境税500円分含む） 

合計 4,500 円 5,500 円

■問合先　税務課市民税係　本庁（内線２５６、２９８）

個人市民税・県民税の均等割の標準税率が年額 1,000 円引上げられ年額

5,500 円となります。（現行 4,500 円）なお、奈良県においては、「森林

環境税」が導入されています。

税
金

年
金
を
３
年
間
受
け
取
れ
ば
得
に
な
り
ま
す

「
付
加
年
金
」
は
よ
り
多
く

年
金
を
受
け
取
れ
る
制
度
で
す

　

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料

に
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０

０
円
）
を
加
え
て
納
め
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ

〈
例
〉

▽
付
加
保
険
料
を
10
年
間
納
め
た
場
合

　

付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
総
額

　

４
０
０
円×

10
年
（
１
２
０
月
）＝
４
８
０
０
０
円

▽
付
加
年
金
を
３
年
間
受
け
取
っ
た
場
合

　

１
年
間
で
受
け
取
る
付
加
年
金
額

　

２
０
０
円×
10
年
（
１
２
０
月
）＝
２
４
０
０
０
円

　

３
年
間
で
受
け
取
る
付
加
年
金
額　

　

２
４
０
０
０
円×
３
年  
（
36
月
）＝
７
２
０
０
０
円

上
乗
せ
さ
れ
る
付
加
年
金
の
金
額

年
間  

２
０
０
円×

付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

※

第
２
号
被
保
険
者
、
第
３
号
被
保

険
者
、
国
民
年
金
基
金
加
入
中
の

人
、
免
除
を
し
て
い
る
人
は
付
加

年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

※

付
加
年
金
は
定
額
で
す
の
で
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
（
増
額
・
減
額
）
は

あ
り
ま
せ
ん
。

れ
ま
す
。
年
金
を
２
年
間
受

け
取
る
と
納
め
た
分
を
取
り

戻
し
、
３
年
目
以
降
は
収
め

た
以
上
に
受
け
取
れ
る
お
得

な
制
度
で
す
。

※
付
加
年
金
は
、
生
涯
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

市
民
課
年
金
係

　

本
庁
（
内
線
２
６
８
）

年
金

生
活
保
護
、
市
民
税
非
課
税
の
世
帯
、
多
子
世
帯
は

幼
稚
園
入
園
料
、

保
育
料
が
減
免
さ
れ
ま
す

　

五
條
市
で
は
幼
稚
園
教
育
の
普
及
充
実
の
た
め
、「
幼
稚

園
就
園
奨
励
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
の
対
象
範
囲

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
申
込
締
切

　

６
月
26
日
（
木
）

■
申
込
先

▼
五
條
幼
稚
園

☎
２
２
・
２
２
５
０

▼
西
吉
野
幼
稚
園

☎
３
２
・
０
０
２
３

▼
そ
の
他
通
園
先
の
幼
稚
園

■
問
合
先

　

教
育
総
務
課

　

本
庁
（
内
線
８
１
４
）

■
対
象
世
帯

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
公

立
幼
稚
園
・
私
立
幼
稚
園
に

通
園
さ
せ
て
い
る
３
、
４
、

５
歳
児
の
家
庭
で
次
に
該
当

す
る
世
帯
。

▼
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護

を
受
け
て
い
る
世
帯
。

▼
平
成
26
年
度
の
市
民
税
が

非
課
税
と
な
る
世
帯
。

▼
平
成
26
年
度
の
市
民
税
所

得
割
が
非
課
税
と
な
る
世

帯
。

▼
こ
の
他
、
幼
稚
園
に
同
時

に
就
園
し
て
い
る
世
帯
。

ま
た
は
小
学
校
１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
の
兄
、
姉

が
い
る
世
帯
。
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不
法
滞
在
・
不
法
就
労

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

事
業
主
も

処
罰
の
対
象

　

不
法
滞
在
者
と
は
、
偽
造
パ
ス

ポ
ー
ト
や
密
航
船
な
ど
で
不
法
に

入
国
す
る
者
や
、
在
留
期
間
を
超

え
て
日
本
に
滞
在
す
る
者
を
指
し
、

そ
の
多
く
が
国
内
で
不
法
就
労
活

動
し
て
い
ま
す
。
不
法
滞
在
・
不

法
就
労
す
る
外
国
人
の
存
在
は
、

我
が
国
の
労
働
面
だ
け
で
な
く
、

風
俗
・
治
安
な
ど
、
色
々
な
分
野

で
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

不
法
就
労
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
不
法
就
労
し
た
外
国
人

だ
け
で
な
く
、
不
法
就
労
さ
せ
た

事
業
主
も
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

五
條
警
察
署
か
ら

皆
さ
ん
に
お
願
い

▽
外
国
人
を
雇
用
す
る
場
合
は
、

必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
や
外
国
人

登
録
証
明
書
等
を
見
て
在
留

資
格
や
在
留
期
限
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
７
月
９
日
以
降
は
、「
新
し
い

在
留
管
理
制
度
」
が
導
入
さ

れ
、
外
国
人
登
録
証
明
書
に

変
わ
り
「
在
留
カ
ー
ド
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

▽
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
の

た
め
、
不
法
滞
在
者
・
不
法

就
労
者
等
の
情
報
を
見
聞
き

し
た
ら
、
迷
わ
ず
１
１
０
番

ま
た
は
五
條
警
察
署
ま
で
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
通
報
・
問
合
先

　

五
條
警
察
署

☎
２
３
・
０
１
１
０

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
次
の
と
お
り
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
人
権
擁

護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
一
番
身
近

な
相
談
相
手
で
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
３
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※

大
塔
支
所
は
午
後
１
時
〜

人
権
擁
護
委
員
は

　

皆
さ
ん
の
身
近
な

　
　

相
談
相
手
で
す

■
場
所

▼
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
・
３
７
２
７

▼
牧
野
公
民
館

☎
２
４
・
３
１
７
５

▼
賀
名
生
公
民
館

☎
３
２
・
０
０
０
１

▼
大
塔
支
所

☎
３
６
・
０
３
１
１

　

国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す

る
人
権
擁
護
委
員
は
、　

本
年
度
の

啓
発
活
動
重
点
目
標
を
次
の
よ
う

に
定
め
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜

　

人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
平

和
で
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け

た
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

■
問
合
先　

人
権
施
策
課

☎
２
５
・
１
１
３
７

４
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村　

敏
郎
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
が

　

か
わ
り
ま
し
た

「
子
ど
も

の人
権１１０番」強化

週
間

人権

☎0120・007・110

いじめ・体罰・不登校・児童虐待

■期間 ６月２３日（月）～６月２９日（日）
　　　  午前 8時 30 分～午後 7時
　　　 ６月２８日（土）、２９日（日）
　　　  午前１０時から午後５時まで

子どもの人権に関わる問題全般について、人
権擁護委員や法務局職員が次のとおり、無料・
秘密厳守で相談に応じます。

フリーダイヤル　※携帯電話・ＰＨＳ使用可，ＩＰ電話使用不可

■相談員　人権擁護委員、法務局職員　

■問合先 奈良地方法務局　☎0742・23・5457

14くらしのメモ



ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研
修
会 

参
加
者
募
集

　

五
條
市
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
で
は
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

２
年
生
の
児
童
生
徒
を
対
象
に

次
の
と
お
り
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

■
実
施
日

　

７
月
５
日（
土
）、６
日（
日
）

■
場
所　

神
戸
市
立
自
然
の
家

（
兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
六
甲
山
町
）

■
内
容

　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、カ
ヌ

ー
、ク
ラ
フ
ト
等

■
定
員　

10
人

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
募
集
期
間

　

６
月
２
日（
月
）〜
12
日（
木
）

■
申
込
・
問
合
先

　

生
涯
学
習
課

　

本
庁（
内
８
２
０
）

神
戸
市
立
自
然
の
家

　

農
業
を
行
う
の
に
不
便
な
中
山

間
地
域
等
で
は
、
農
地
の
耕
作
放

棄
地
が
増
加
し
、
水
資
源
の
か
ん

養
や
洪
水
防
止
な
ど
の
機
能
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、
耕

作
放
棄
の
発
生
を
防
ぎ
、
中
山
間

地
域
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
、
農
業
者
等
に
交
付
金
を

支
払
う
制
度
で
す
。 

　

こ
の
交
付
金
は
、
傾
斜
な
ど
一

定
の
条
件
に
該
当
す
る
集
落
ご
と

に
活
動
計
画
「
集
落
協
定
」
を
作

成
し
、
平
成
22
年
度
か
ら
５
年
以

上
継
続
し
て
農
業
生
産
活
動
な
ど

を
行
う
集
落
に
平
成
26
年
度
ま
で

交
付
さ
れ
ま
す
。

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※詳しくは五條市ホームページに掲載しています。

 協定 
締結数 

協定 
参加者数 

協定農用地 
面積 

交付金 
総額 

合計 ７７人     167,665 千円1,535ha1,781 人

平成 25年度の実施状況

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を

　
　

策
定
し
ま
し
た

〜
概
要
〜　

五
條
市
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
８

地
域
を
設
定
。「
今
後
の
地
域
の
中
心
と
な
る

経
営
体
」
と
し
て
、
新
規
就
農
者
な
ど
２
６

４
経
営
体
を
位
置
づ
け
、
青
年
給
付
金
等
の

活
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
貸
し
た
い

農
地
を
登
載
し
て
借
り
た
い
人
が
閲
覧
で
き

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
地
区
】

阿
太
地
区
、
南
宇
智
地
区
、
北
宇
智
地
区
、

阪
合
部
地
区
、
五
條
・
宇
智
地
区
、
牧
野
地
区
、

野
原
地
区
、
西
吉
野
地
区

　

農
業
が
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
中

で
、持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、基
本
と
な
る
人
と
農
地
の
問
題
を
一
体

的
に
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ

こ
で
、地
域
に
お
い
て
話
し
合
い
を
行
い
、地

域
が
抱
え
る
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の「
未
来
の
設
計
図
」と
な
る「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

農
業
の
未
来
の
設
計
図

空き地の適正な
管理をお願いします

　これからのシーズンは、雑草が生い茂るなど、空

き地の不適正な管理についての苦情や問い合わせが

多くなります。空き地の所有者や管理者は、他人の

迷惑にならないように雑草を早急に刈り取り、空き

地の適正な管理に努めてください。

■問合先　生活環境課　本庁（内線３８８）

近
隣
の
生
活

環
境
の
保
全

交
通安

全
対
策

害
虫
の

発
生
防
止

■問合先　農林政策課　本庁（内線２７２）
■閲覧・問合先　農林政策課　本庁（内線３９０）
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魁

第４回 五條市市民会館
カラオケ祭り 出場者募集
カラオケ祭りの出場者を募集します。出場料・
入場料は無料です。子どもから大人まで、気軽
に参加してください。18 才以下の出演者には記
念品も用意しています。
■会場　市民会館大ホール
■定員　先着 70 人
■出場資格　市内出身、在住または勤務する人
■申込期間　６月１日（日）午前 10 時 ～ 26 日（木）
■申込方法　来館いただくか、電話、ＦＡＸ、メー
ル（gojohall@ivy.ocn.ne.jp）で次の事項を連絡して
申し込んでください。　①氏名 ②住所 ③電話番号 
④歌唱曲名と歌手名 ⑤生年月日　
■その他　
▼フルコーラスを歌えます。
▼出演は申し込み順です。（18 才以下の部は出演枠を
設けます）。
▼マイクは同時に４本使用できます。
▼出演者には７月上旬にプログラムを送付します。
■申込・問合先
　市民会館（指定管理者　桜井誠文堂）
☎２３・１３１３　fax２４・３０３０ 

7/13（日）
五
條 

〝
ど
え
ら
い
〟 

う
ま
い
も
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

９時開場
９時30分開演憩

の
家
で

の
家
で

　

落
語
会

　

落
語
会

　

五
條
出
身
の
落
語
家　

桂
雀
太
さ
ん
と

新
進
気
鋭
の
落
語
家
を
迎
え
て
落
語
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　

７
月
６
日
（
日
）

　

午
後
１
時  

（
午
後
１
時
30
分
開
演
）

■
木
戸
銭　

前
売
り
１
５
０
０
円

  

（
当
日
１
８
０
０
円
）

■
出
演
者　

桂
雀
太
（
２
席
）、
桂
歌
之
助
、

桂
ひ
ろ
ば
（
マ
ジ
ッ
ク
）、
月
亭
八
斗

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家　

☎
２
３
・
０
４
３
１

五
條
市
出
身
の

桂
雀
太
さ
ん
出
演

第
１
回

「
長
屋
門
さ
き
が
け
塾
」

　
　
　

  

受
講
生
募
集

　

天
誅
組
に
関
す
る
講
座
「
長
屋
門
さ
き

が
け
塾
」。
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
21
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

■
場
所　

民
俗
資
料
館
長
屋
門

■
定
員　

40
人

■
テ
ー
マ

〜
天
誅
組
と
十
津
川
郷
〜

　

講
師　

下
野 

拓
也 

氏

  

（
十
津
川
村
立
平
谷
小
学
校
校
長
）

■
参
加
費　

一
般
５
０
０
円
、
サ
ポ
ー
タ

ー
会
員
３
０
０
円

■
申
込
方
法　

①
氏
名　

②
住
所　

③
連

絡
先
を
明
記
し
て
、
６
月
20
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
葉
書
・
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

民
俗
資
料
館
指
定
管
理
者
「
維
新
の
魁
・
天

誅
組
」
保
存
伝
承
・
顕
彰
推
進
協
議
会

☎
・
fax
２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ルinfo@

tenchugum
i.jp　

江
戸
東
京
の
中
の

　
　

五
條
代
官
（
仮
題
）

　

６
月
上
旬
ま
で
の
「
花
岡
大
学
：
ひ
と

と
文
学
」
に
続
い
て
、
五
條
代
官
の
江
戸

の
墓
や
屋
敷
跡
地
の
現
状
な
ど
を
写
真
で

展
示
し
ま
す
。

■
問
合
先

　

民
俗
資
料
館
指
定
管
理
者
「
維
新
の
魁
・
天

誅
組
」
保
存
伝
承
・
顕
彰
推
進
協
議
会

☎
２
２
・
０
４
５
０

民
俗
資
料
館
企
画
展
示

教科書展示会開催
　平成27年度以降に五條市立小学
校で使用する教科書を採択するた
め、展示会を実施します。
■展示場所　市立図書館
■展示期間
  ６月13日（金）～７月11日（金）
　午前９時～午後４時45分（水曜休館）

■問合先　学校教育課 本庁（内線819） 初代代官河尻甚五郎墓 ( 東京都杉並区 )
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～
駆
け
ぬ
け
る
万
葉
の
馬
～

万
葉
学
者 

上
野 

誠 

＆

ソ
プ
ラ
ノ 

岡
田 

由
美
子
コ
ン
サ
ー
ト

の
風
景
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
い
う
主

旨
で
す
。「
宇
智
」
と
い
う
地
名
は
『
古

事
記
』
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、「
宇
智
の

大
野
」
は
、『
万
葉
集
』
で
最
初
に
登
場

す
る
「
野
」
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

年
７
月
に
は
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
10
周
年
と
な
り
ま
す
が
「
高
野
」「
吉

野
」「
熊
野
」
と
い
う
三
つ
の
「
野
」
を

結
ん
で
い
た
「
宇
智
野
」
が
古
代
に
は
ど

の
よ
う
な
役
割
と
性
質
を
も
つ
土
地
で
あ

っ
た
の
か
。
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
三
重

県
の
三
つ
の
県
に
ま
た
が
る
広
大
な
世
界

遺
産
に
思
い
を
は
せ
、「
宇
知
」
や
「
内
」

と
も
表
記
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
の
土
地
を
考

え
る
「
宇
智
野
」
学
が
、
考
古
学
だ
け
で

は
な
く
歴
史
学
や
民
俗
学
、
文
学
、
美
術

研
究
、
自
然
史
研
究
な
ど
も
巻
き
込
ん
で
、

こ
れ
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

館
長
・
学
芸
員　

川
村
優
理 

毎週月曜日休館（月曜が祝日の場合は翌日）入館料（大人３００円、小人２００円）　■藤岡家住宅　☎22・４013（近内町５２６）
　

ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ス
ト
な
ら
は
、
奈
良
で

初
め
て
の
本
格
的
な
音
楽
祭
と
し
て
２
０

１
２
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
世
界
遺
産

の
社
寺
や
、
奈
良
の
街
じ
ゅ
う
を
様
々
な

音
楽
で
彩
ろ
う
と
、
第
三
回
目
と
な
る
本

年
は
、
県
内
の
各
地
を
舞
台
に
（
６
月
14

日
〜
29
日
、
順
次
開
催
）
音
楽
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
藤

岡
家
住
宅
も
そ
の
一
会
場
に
選
定
さ
れ
、

６
月
25
日
、「
駆
け
ぬ
け
る
万
葉
の
馬
」

の
タ
イ
ト
ル
で
万
葉
学
者
・
上
野
誠
氏
の

講
演
と
、
岡
田
由
美
子
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

の
ユ
ニ
ッ
ト
（
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
と

の
協
奏
）
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

舒
明
天
皇
が
狩
り
の
た
め
に
五
條
を
訪
れ

た
と
き
の
様
子
を
詠
ん
だ
長
歌
（『
万
葉

集
』
巻
一
・
３
）
と
、
そ
の
反
歌
『
た
ま

き
は
る
宇
智
の
大
野
に
馬
並
め
て
朝
踏
ま

す
ら
む
そ
の
草
深
野
』（
巻
一
＾
４
）
が

テ
ー
マ
で
す
。
今
年
は
馬
歳
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
五
條
の
土
地
で
馬
を
詠
ん
だ
万
葉

見取り図案内其の六五　　
「駆けぬける万葉の馬」

～展示案内～　
▼６月29日（日）まで
 「はがき」展・「藩札と松坂羽
書」

　（展示室にて）
～イベント案内～
▼６月26日（木）、28日（土）
　第６回「蛍舞う西吉野」
　賀名生の里歴史民俗資料館で
講演会の後、蛍見学

じ
ょ
め
い

武
者
小
路
実
篤
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る

荒
坂
峠
万
葉
歌
碑（
昭
和
46
年
建
立
）

■
会
場　

辯
天
宗
国
道
西
駐
車
場

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
北
側
）

■
募
集
内
容

◎
う
ま
い
も
ん
ブ
ー
ス

　

市
内
や
近
隣
市
町
村
の
食
材
や

庶
民
の
味
を
活
か
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
出
店
し
て
い

た
だ
け
る
人
（
40
店
舗
）

▼
出
店
料
（
テ
ン
ト
代
・
保
険
代
等
）

　

１
ブ
ー
ス
１
０
０
０
０
円

  （
商
工
会
員
は
８
０
０
０
円
）

五
條
五
條 

〝
ど
え
ら
い

ど
え
ら
い
〟 

う
ま
い
も
ん
フ
ェ
ス
タ

う
ま
い
も
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

２
０
１
４

出
店
者
募
集

◎
物
産販

売
展
示
ブ
ー
ス

　

市
内
の
特
産
品
の
販
売
や
展
示

（
20
店
舗
）

▼
出
店
料
（
テ
ン
ト
代
・
保
険
代
等
）

　

１
ブ
ー
ス
５
０
０
０
円

■
申
込
締
切　

６
月
30
日
（
月
）

※

出
展
規
定
等
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
市
商
工
会

☎
２
３
・
２
１
１
６

11/９
（日）

う　

ち

な

く
さ
ふ
か
の

こ
う
や

う  

ち  

の

　
「
た
ま
き
は
る
宇
智
の
大

野
に
馬
並
め
て
朝
踏
ま
す
ら

む
そ
の
草
深
野
」と
詠
ま
れ

た
土
地
で
上
野
誠 
氏
が
講

演
。玉
骨
ゆ
か
り
の
啄
木
や

万
葉
歌
曲
を
岡
田
由
美
子
氏

が
解
説
付
き
で
歌
い
ま
す
。

■
会
場　

藤
岡
家
住
宅

■
出
演
者　

上
野
誠
（
万
葉
学
者
）、

岡
田
由
美
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

　

木
村
直
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、

　

南
木
優
子
（
ピ
ア
ノ
）

■
参
加
費　

入
館
料
３
０
０
円

　
（
要
申
込
）

■
申
込
・
問
合
先　

ム
ジ
ー
ク
フ
ェ

ス
ト
な
ら
２
０
１
４
受
付
係

☎
０
７
４
２
・
２
２
・
０
１
３
７ 

６/25（水）
10時開場 憩

の
家
で

　

落
語
会

17 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



な
か
よ
し
保
育
園

　
　

未
就
園
児
親
子
教
室

　

未
就
園
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

と
し
た
「
ひ
ま
わ
り
教
室
」
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
程　

毎
月
１
回
（
日
程
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

■
内
容　

園
庭
開
放
、
泥
ん
こ
遊

び
、
専
門
の
講
師
に
よ
る
親
子

体
操
、
移
動
動
物
園
、
夏
祭
り

な
ど
園
行
事
に
参
加

■
活
動
時
間　

午
前
10
時
〜
午
前

11
時
30
分

■
参
加
費　

１
回
３
０
０
円
（
お

や
つ
代
な
ど
）

■
申
込
・
問
合
先

　

な
か
よ
し
保
育
園

☎
２
４
・
４
１
１
５

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

カ
フ
ェ
ラ
ン
チ
・
簡
単
カ
ツ
レ
ツ

■
日
時　

７
月
12
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
メ
ニ
ュ
ー　

チ
ー
ズ
カ
ツ
レ
ツ
・

レ
タ
ス
と
ト
マ
ト
の
サ
ラ
ダ
・
オ
ニ

オ
ン
ス
ー
プ
・
く
る
み
の
田
舎
パ
ン

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生
（
料

理
研
究
家
、『
A
B
C
ラ
ジ
オ　

ド

■
実
施
日
（
す
べ
て
木
曜
日
）

▼
６
月
５
日　

▼
７
月
３
日　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

※

以
降
の
日
程
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
要
事
前
予
約
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
生

後
６
か
月
か
ら
１
歳
未
満
の
子

ど
も
と
保
護
者

■
場
所　

五
條
児
童
館

■
参
加
費　

無
料

■
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

子
育
て
を
み
ん
な
で
楽
し
も
う

　

サ
ー
ク
ル
『
に
じ
い
ろ
電
車
』

　

マ
マ
同
士
で
和
気
あ
い
あ
い
と

交
流
し
ま
し
ょ
う
。
初
め
て
で
も

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

未
就
園
児
（
０
歳
か

ら
参
加
可
）
と
保
護
者

■
日
／
内
容

▼
６
月
12
日
（
木
）
／
感
触
あ
そ
び

▼
６
月
26
日
（
木
）
／
七
夕
会

■
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
参
加
費　

初
回
３
０
０
円
（
利

用
団
体
会
費
）
、
各
回
子
ど
も

１
人
50
円
、
２
人
75
円
。

■
問
合
先

　

に
じ
い
ろ
電
車
（
代
表 

桝
田
）

☎
３
２
・
０
２
３
４

高
齢
者
美
術
展
作
品
の
募
集

　

８
月
29
日
（
金
）
か
ら
９
月
３

日
（
水
）
ま
で
奈
良
県
文
化
会
館

（
奈
良
市
登
大
路
町
６―

２
）
で

開
催
さ
れ
る
第
43
回
奈
良
県
高
齢

者
美
術
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
締
切　

７
月
４
日
（
金
）

■
出
品
資
格　

県
内
に
在
住
す
る

60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア

■
出
品
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
書
、

工
芸
、
手
芸
、
写
真

■
出
品
点
数　

１
部
門
に
つ
き
１

人
２
点
ま
で
（
未
発
表
の
も
の
）

■
出
品
手
数
料

　

１
点
に
つ
き
１
０
０
０
円

  （
申
込
時
に
出
品
料
の
振
込
証
明

書
が
必
要
で
す
）

■
提
出
先　

介
護
福
祉
課

■
問
合
先

▼
奈
良
県
社
会
福
祉
協
議
会
す
こ

や
か
長
寿
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
４
・
２
９
・
０
１
２
０

▼
介
護
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
２
４
９
）

五
條
児
童
館
子
育
て
広
場

　
「
ぴ
よ
ぴ
よ
」
参
加
者
募
集

　

子
育
て
中
の
親
子
が
集
ま
っ
て
、

遊
び
、
学
び
な
が
ら
交
流
で
き
る

場
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
や
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

講　

座

募　

集

子
ど
も
夢
つ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
友
達
作
り

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
を
健
全
に

育
て
よ
う
と
、
次
の
と
お
り
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
ま
た
は

勤
務
す
る
保
護
者
と
子
ど
も

（
小
学
３
年
生
〜
中
学
生
）

■
定
員　

親
子
で
先
着
20
人
程
度

■
申
込
方
法　

６
月
５
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
受
付

■
費
用　

各
回
ご
と
に
実
費
を
徴

収
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先

　

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
・
３
０
０
４

開催予定日／内容

▼６月 29 日（日）吉野川探検（川

上村：水の源流館・大滝ダム）

　「吉野川はどこから来ているの

だろう」

▼８月 24 日（日）ものづくり体

験（吉野町：国栖の里）

　「和紙、お箸ってどうやって作

るのかな？」

▼11 月 16 日（日）　親子で渡ろ

う（十津川村：谷瀬の吊り橋）

　「日本一長い吊り橋（生活用鉄

線）を渡れるかな？」

　星の国探検（大塔町：星のくに）

　「秋の星座をプラネタリウムを

見ながら学習しましょう」

▼３月８日（日） 　餅つき大会

（子どもサポートセンター：

皆でお餅つき）

　「ひな壇に飾る、３色のお餅を

作りましょう」

奈良県広域消防組合
競争⼊札参加資格申請
受付します
　奈良県広域消防組合が発注する物品
調達や役務提供業務に関する競争入札
に参加するためには、次のとおり申請
が必要です。
■受付期間
　平成２７年１月３０日（金）まで
※郵送可

※持参は平日 午前９時～正午、午後１時～５時

■詳しい内容や申請書類等はホーム
ページで確認してください。

■申請・問合先
　奈良県広域消防組合消防本部
　施設管理課契約係
☎０７４４・２６・０１１９
　http://www.naraksk119.jp/
　（橿原市慈明寺町１４９‐３）

18イベント案内・お知らせ



し
て
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１

若
者
自
立
の
た
め
の
無
料
相
談
会

　

進
む
べ
き
道
が
見
出
せ
な
い
、

仕
事
を
し
た
い
け
れ
ど
踏
み
出
せ

な
い
な
ど
、
働
け
な
い
若
者
や
家

族
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
開
催
日
時　

毎
月
第
１
金
曜
日

（
１
月
を
除
く
）

　

午
後
２
時
〜
５
時

■
会
場　

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

※

相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
。
必
要
に

よ
り
家
庭
訪
問
も
実
施
し
ま
す
。

■
予
約
・
問
合
先

☎
０
７
４
４
・
４
４
・
２
０
５
５

　

saposute@
m
int.ocn.ne.jp

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
よ
し
の 

開
催

　

患
者
サ
ロ
ン
は
、
が
ん
患
者
や

家
族
同
士
が
悩
み
や
不
安
を
語
り

合
う
こ
と
が
で
き
る
場
で
す
。

■
日
時　

６
月
13
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所　

吉
野
保
健
所

■
対
象
者　

県
内
に
在
住
す
る
が

ん
患
者
や
家
族
（
参
加
費
無
料
）

■
定
員　

先
着
30
人

■
内
容　

交
流
会
（
が
ん
患
者
、

家
族
同
士
で
情
報
交
換
）

し
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
旧
五
條
市
内
コ
ー
ス

　

６
月
２
日（
月
）、20
日（
金
）

　

７
月
18
日（
金
）、26
日（
土
）

▼
旧
西
吉
野
村
コ
ー
ス

　

６
月
16
日（
月
）、28
日（
土
）

　

７
月
７
日（
月
）、21
日（
月
）

▼
カ
ン
タ
ン
手
織
り
（
材
料
費
必

要
）
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
が
無
料
で
楽
し
め
ま
す
。

▼
送
迎
バ
ス
の
利
用
は
２
日
前

（
休
館
日
は
そ
の
前
日
）
ま
で

に
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
の

際
は
名
前
、
電
話
番
号
、
乗
車

場
所
（
最
寄
の
バ
ス
停
）
を
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
カ
ラ
オ
ケ
は
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
）

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

※

旧
大
塔
村
コ
ー
ス
は
現
在
運
行

■
定
員　

25
人
（
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

柳
澤
貴
久
子
先
生

 

（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
参
加
費　

利
用
団
体
会
費
３
０

０
円
の
み
（
今
年
度
ヘ
ル
ス
講

座
に
参
加
し
た
人
は
無
料
）

■
持
ち
物　

体
操
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
申
込
方
法　

６
月
９
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
） 

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
、祝
休
館
）

老
人
憩
の
家　

開
放
日

　

次
の
日
程
は
施
設
の
開
放
日
で
、

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。※

乗

車
時
間
は
予
約
状
況
に
よ
り
調
整

ッ
キ
リ
ハ
ッ
キ
リ
三
代
澤
康
司
で

す
。』
火
曜
日
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
利
用

団
体
会
費
を
含
む
。
今
年
度
同

講
座
に
参
加
し
た
人
は
材
料
費

７
０
０
円
の
み
。）

■
申
込
方
法　

６
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
用
の
タ
ッ
パ

ウ
ェ
ア
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

ヘ
ル
ス
講
座
〜
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
〜

　

楽
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
心

身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

６
月
12
日 

（
木
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

お
知
ら
せ

市
民
の
善
意

催　

し

Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１

■
申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
郵
送
で
①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
④
参
加
人
数
を
記
入
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〒
６
３
８‐

０
０
４
５

　

吉
野
郡
下
市
町
新
住
１
５‐

３

　

吉
野
保
健
所
母
子
・
健
康
推
進
係

fax
０
７
４
７
・
５
２
・
７
２
５
９

■
申
込
・
問
合
先　

吉
野
保
健
所

☎
０
７
４
７
・
６
４
・
８
１
３
４

大
塔
地
区
の
し
尿
く
み
取
り

　

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
直
接

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
10
日
（
火
）
、
24
日
（
火
）

■
申
込
・
問
合
先

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
生
蓮
寺
大
師
講

広報五條の配布方法
広報五條は、原則新聞折り

込みで配布しています。新

聞を購読していない、また

は新聞広告等が折り込まれ

ていない世帯は、個別発送

の申請を行ってください。

■申込・問合先
　企画政策課 本庁（内線 286）
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　「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

碑
」
（
奈
良
県
指
定
有
形
民
俗

文
化
財
）
は
、
本
堂
東
側
の
墓

地
に
、
西
面
し
て
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
六
斎
念
仏
と
は
、
六

斎
日
（
毎
月
８
・
14
・
15
・

23
・
29
・
30
日
）
に
身
を
清
め
、

不
殺
生
な
ど
８
つ
の
斎
戒
を
守

り
念
仏
を
唱
え
る
も
の
で
、
中

世
以
降
は
、
高
野
山
北
麓
の
紀

の
川
流
域
で
も
盛
行
し
ま
し
た
。

板
碑
は
、
地
上
部
の
総
高
１
７

０
㎝
、
幅
20
㎝
、
厚
さ
約
13
㎝

で
、
「
延
徳
二
年
（
１
４
９

０
）
九
月
十
五
日
」
の
銘
の
下

方
に
、
僧
俗
男
女
50
数
名
の
名

が
７
段
に
わ
た
り
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
室
町
時
代
に
西
福
寺
を

　

真
土
峠
の
北
方
に
あ
る
西
福
寺

（
待
乳
山
法
幢
院
、
真
言
宗
）
に

は
、
石
造
塔
婆
（
死
者
の
供
養
の

た
め
に
墓
地
や
霊
場
に
立
て
ら
れ

る
供
養
塔
）
の
一
種
で
あ
る
板
碑

や
一
石
五
輪
塔
な
ど
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
「
六
斎
念
仏
供
養
板

本
拠
と
し
て
結
衆
さ
れ
た
六
斎

念
仏
講
集
団
が
立
て
た
と
み
ら

れ
、
六
斎
念
仏
信
仰
の
民
衆
へ

の
広
ま
り
を
知
る
上
で
貴
重
な

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
「
地
蔵
六
面
石
幢
」

（
五
條
市
指
定
文
化
財
）
は
、

本
堂
の
前
に
あ
り
ま
す
（
明
治

時
代
ま
で
は
、
寺
の
南
方
の
街

道
沿
い
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
）
。

石
幢
も
石
造
塔
婆
の
一
つ
で
、

幢
は
「
の
ぼ
り
」
「
は
た
」
な

ど
を
意
味
し
ま
す
。
平
安
時
代

の
末
頃
か
ら
造
ら
れ
始
め
、
室

町
時
代
に
は
、
地
蔵
信
仰
と
結

び
つ
き
、
塔
身
（
龕
部
）
に
六

地
蔵
を
彫
り
出
す
よ
う
に
な
り
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るる

を

歴
史を

歴
史

五
條
の

る
探

市
の
動
き

市
の
動
き

人
口 

３
３
５
４
１
人　
　
　

男
１
５
９
９
５
人　
　
　

  

女
１
７
５
４
９
人　

   　
　

世
帯
１
３
７
９
５

　
　

  　

（
▲
５
９
）　
　
　
　
　

   

（
▲
１
８
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
４
１
）　
　
　
　
　
　

      

（
＋
１
７
）

（
３
月
31
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

西
福
寺
の
石
造
物

ま
し
た
。
当
寺
の
石
幢
（
高
さ

１
６
５
㎝
）
も
、
六
地
蔵
の
立

像
を
薄
肉
彫
り
し
、
竿
の
上
部

に
「
永
正
八
年
（
１
５
１
１
）

二
月
廿
四
日
」
の
銘
を
刻
み
ま

す
。
こ
の
形
式
の
地
蔵
六
面
石

幢
で
銘
の
あ
る
も
の
は
、
奈
良

県
内
で
唯
一
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

畑
田
町
か
ら
木
ノ
原
町
に
か

け
て
の
落
合
川
東
岸
の
地
域
は
、

中
世
に
は
紀
伊
国
伊
都
郡
の
隅

田
荘
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

当
寺
も
、
大
和
西
縁
の
真
土
山

麓
に
あ
り
な
が
ら
、
紀
伊
北
部

の
文
化
・
信
仰
の
影
響
を
強
く

受
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
つ
ち

さ

い

ふ

く

じ

さ
い
ふ
く
じ

と
う
ば

じ
ぞ
う
ろ
く
め
ん
せ
き
ど
う

～彩りのまち五條～
第９回五條市観光協会主催
フォトコンテスト入選作品紹介 No,3 山本　明子さん「 夏を彩る 」

準特選

納税には口座振替のほか、コンビ
ニでも納付できます。
■問合先
▼税務課徴収対策室
　 本庁（内線260）

ろ
く
さ
い
ね
ん
ぶ
つ
く
よ
う

さ
い
か
い

地蔵六面石幢

い
た
び

が
ん
ぶ

さ
お

い
と
ぐ
ん

す

だ
の
し
ょ
う

　六斎念仏供養板碑

６月は
市県民税の納期です
納期限は 6月 30 日（月）まで

市  民  ご  よ  み

６月９日（月）・２５日（水）
 眠れない、ゆううつなど心の悩み

 臨床心理士によるこころの健康相談
　場所◎カルム五條
　予約◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

６月１０日（火）
 児童手当の定時支払日
　指定した口座に、２月分から
　５月分までを支払います。
　問合◎児童福祉課
　　　　本庁（内線３６６）

６月１１日（水）　
 人権を確かめあう日

６月１７日（月）
 生活習慣病予防、健康管理、禁煙など

 保健師による各種健康相談
　場所◎カルム五條
　申込◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

毎週火・木曜日
 悪質商法や多重債務などの相談

 消費生活・多重債務相談
　時間◎１０時～１５時
　場所◎第２分庁舎３階

上野市民プール上野市民プール

老朽化のため休止します老朽化のため休止します

上野公園市民プールは、施設が老朽
化して利用者の安全確保が困難な状
態ですので、今年度から休止します。
皆さんのご理解をお願いします。
■問合先
　公園緑地課　本庁（内線 402）
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